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編集後記
　“適応アルゴリズム” と聞いて、何をイメージするでしょうか？　私たちの生活に
欠かすことのできない技術、とはなかなか思い至らないですよね。“万能フィルタ”
と聞くとなんとなく便利そうだな、というイメージが湧いてきます。そのようなイ
メージで研究内容を聞いていましたが、やはり理論に溢

あふ

れたかなり難しい内容でした
（湯川先生には最大限にわかりやすく説明していただきました）。
　難しいと別世界の話と思いがちですが、それがコーヒーフィルタのように雑味を除
いて美味しくしてくれる技術なんだとわかると、ちょっと身近に感じられ、わかった
ような気になっただけでも収穫でした。� （松林真奈美）

新
版

20

　研究に必要なのは「セクシーさ」と「緻
密さ」であると思います。「セクシーさ」
とは人を惹きつけること。斬新で意外性
のある研究はワクワクします。大胆な発想
で誰も思いつかないことをしよう。そうい
う姿勢が大切です。しかし、それだけで
は絵に描いた餅。科学技術分野の研究に
はなりません。大胆な発想が得られたら、
それが本当にうまくいくか検証が必要です。
ここで重要なのが「緻密さ」です。適当に
実験をして「ほらうまくいったでしょ」と
言っても納得しません。世界中の研究者
が鎬

しのぎ

を削る競争する時代です。簡単には
他人の研究を受け入れたくないのです。
　信号処理工学では、数学による証明と
計算機シミュレーションで検証していきま
す。筆者の場合、緻密な議論を展開して
いく際、凸解析（特に非拡大写像の不動
点近似）が手助けしてくれます。これまで
様々な研究に取り組んできましたが、凸

解析はそれら全てを包み込んでくれる懐
の深さを持っていました。
　「万能フィルタの探求」はセクシーで
しょうか？そんなの馬鹿げてる！と思って
頂けていれば本望です。初めから「馬鹿
げている」と思われないアイデアに望み
はないと教わりました。歴史がそれを
物語ります。2006 年の夏、博士課程在
学中だった筆者は、師とともにモスクワ
に住む M. チョバノフ先生を訪ねました。
Moscow Power Engineering Institute

（工学系のエリート校）で V. コテルニコ
フ（1908 - 2005 年）とともに教鞭を取っ
ていたそうです。アナログ通信しかなかっ
た時代、デジタル通信に関する先駆的な
研究をした V. コテルニコフの博士論文は、
当時の審査員から馬鹿げていると思われ
ていたといいます。それでも数学の証明
に誤りがないため、仕方なく受理されまし
た。ところがその研究の価値が分かると、
今度は国家機密にされてしまい、2001 年
に英訳が出版されるまで世界に知れ渡る
ことはありませんでした。デジタル通信が
新しい時代（情報化社会）を拓いたこと
は疑う余地もないでしょう（その功績は言

研究に必要なもの
湯川 正裕

わずともデジタル通信を世に広めた C.シャ
ノンのものとなっています）。
　科学技術が日々進歩していく昨今では

「明日役に立つ研究は明後日には役に立た
なくなる」と言われます。目先のことばか
り考えてすぐに役立つ研究をしても、あっ
という間に越えられてしまうという戒めで
す。息の長い研究をするためには深く根
の張った理論を築かなければなりません。
そして「馬鹿げている」と思われる挑戦
的課題（研究者はそれが実現できるとい
う信念を持っています）に果敢に挑み続
けることで新時代のあけぼのが見えてくる
と信じています。
　私の研究室には、斬新な発想が得意な
学生もいれば、緻密な議論が得意な学生
もいます。どちらも大切な才能です。研
究室の珈琲メーカーで挽きたてを味わい
ながら毎日研究をエンジョイしているよう
です。卒業までにセクシーで緻密な研究
が完成することを期待しています。ちなみ
に表紙のカップは筆者の愛用品です。一
日のはじまりに美味しいコーヒーの香りと
味を娯

たの

しむと、良い仕事ができそうな気
分になります。
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新版

理 工 学 I n f o r m a t i o n

日時：2015 年 10 月 23 日（金）15：00 〜 17：45（18：00 〜 19：30 懇親会）
場所：日吉キャンパス協生館 2 階　多目的教室 1
申込：イベント HP（http://www.kll.keio.ac.jp/event/new.html）より事前申込み

【プログラム】
❶	「心を知る事による新たな製品開発、感性のオンライン計測により変わる世界と未来」
	 満倉　靖恵（システムデザイン工学科 准教授）
❷	「見守りと癒しの空間、生命化建築」
	 三田　彰（システムデザイン工学科 教授）
❸	参加者と研究者による意見交換
❹	懇親会（会費 2,000 円）

未来志向の技術 ∞ ビジネス創発交流会
〜未来の暮らしを考える〜


